
一

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

泰
　
田
　
利
栄
子

は
じ
め
に

『
千
字
文
』
成
立
に
つ
い
て
、
か
つ
て
安
本
健
吉
氏
は
「
千
字
文
の

原
も
と
の

著
作
者
は
、
何
れ
の
代
の
誰
な
る
か
を
詳
に
す
る
能
は
ず
」

と
述
べ
た

（
１
）
。『
千
字
文
』
は
、『
蒼
頡
篇
』
や
『
急
就
篇
』
の
流
れ
を
汲
ん
だ
小
学
書
で
、
大
量
の
典
故
を
含
ん
で
お
り
、
確
か
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
定
め
る
の
は
難
し
い
点
が
あ
る
。
ま
た
、
韻
文
で
あ
り
、
書
の
手
本
で
あ
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、
韻
文
に
着
目
す
る
か
、
書
に
着

目
す
る
か
に
よ
り
解
釈
に
差
異
が
生
じ
る
。
拙
稿
「
周
興
嗣
の
人
物
考
証
か
ら
見
る
『
千
字
文
』
編
綴
時
期
」
は
そ
の
韻
文
に
注
目
し
、

同
書
が
周
興
嗣
に
よ
っ
て
、
天
監
七
年
十
月
以
降
か
ら
、
天
監
九
年
、
彼
の
新
安
郡
転
出
前
（
五
〇
八
〜
五
一
〇
年
）
ま
で
に
撰
述
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
、
蕭
子
範
の
韻
文
『
千
字
文
』
と
の
関
係
を
整
理
し
て
い
る

（
２
）
。

二
〇
二
〇
年
、
張
天
弓
氏
が
、『
千
字
文
』
は
王
羲
之
『
小
学
篇
』
を
元
に
周
興
嗣
に
よ
っ
て
改
編
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
『
小
学
篇
』

は
元
か
ら
真
草
二
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
韻
文
に
整
理
さ
れ
た
も
の
を
殷
鉄
石
が
拓
字
し
、
智
永
が
臨
書
し
た
と
い
う
論
考
を
発
表
し

た
（
３
）
。
こ
れ
は
特
に
書
に
着
目
し
た
論
考
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、
周
興
嗣
が
著
し
た
韻
文
の
も
と
と
な
っ
た
「
王
羲
之
書
千
字
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
殷
鉄
石
の
模
本
は
ど
の
書
体
だ
っ

た
か
、
ま
た
「
梁
蕭
子
雲
啓
」
に
見
え
る
、
蕭
子
雲
『
千
字
文
』
書
に
つ
い
て
等
、
主
に
書
に
焦
点
を
当
て
考
察
し
、『
千
字
文
』
成
立

の
様
相
を
整
理
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
ず
第
一
章
で
『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
を
挙
げ
、
第
二
章
で
筆
者
の
仮
説
を
示
し
、
そ
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の
検
証
を
行
う
。
こ
の
検
証
を
通
じ
て
、
成
立
の
背
景
、
な
ぜ
当
初
「
次
韻
王
羲
之
書
千
字
」
と
さ
れ
た
の
か
、
李
暹
注
の
序
に
、
な
ぜ

鍾
繇
が
挙
げ
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
も
考
証
を
加
え
る
。

一
　『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

『
千
字
文
』
成
立
の
様
相
を
複
雑
に
見
せ
て
い
る
要
因
に
⑴
文
献
間
の
記
述
に
矛
盾
が
あ
る
こ
と
⑵
韻
文
と
し
て
、
書
と
し
て
の
二
つ

の
要
素
が
あ
る
こ
と
⑶
撰
述
し
た
の
は
周
興
嗣
だ
が
、
制
作
を
主
導
し
た
の
は
梁
武
帝
だ
っ
た
こ
と
、
が
あ
る
。
順
番
に
見
て
い
こ
う
。

⑴
文
献
間
の
記
述
の
矛
盾

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
千
字
文
』
に
関
す
る
主
な
文
献
は
、
①
正
史
『
梁
書
』、『
南
史
』、『
太
平
御
覧
』
が
引
く
別
系
統
の
『
梁
書

（
４
）

』

②
張
彦
遠
『
法
書
要
録
』
所
収
の
武
平
一
「
徐
氏
法
書
記
」、「
梁
蕭
子
雲
啓

（
５
）
」
③
李
綽
『
尚
書
故
実
』（
『
劉
賓
客
嘉
話
録
』、『
太
平
広
記
』

は
そ
の
内
容
の
再
録
で
あ
る

（
６
）
）。
④
李
暹
注
『
千
字
文
』（
上
野
本
）
序
文
。
ま
た
、
直
接
の
言
及
は
な
い
が
、
⑤
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』

は
当
時
の
様
相
を
記
す
。
⑥
『
法
書
要
録
』「
陶
隠
居
與
梁
武
帝
論
書
啓
」
は
、
陶
弘
景
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
武
帝
の
考
え
方
や

所
有
し
て
い
た
書
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
日
本
の
『
古
事
記
』
が
、
応
神
天
皇
の
時
、
百
済
国
よ
り
和
邇
吉
師
、『
論
語
』、『
千

字
文
』
が
貢
進
さ
れ
た
と
記
す
。
し
か
し
こ
の
記
述
に
つ
い
て
は
現
在
、
日
本
の
紀
年
を
間
違
い
と
す
る
説

（
７
）
、
ま
た
は
『
千
字
文
』
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
学
問
の
伝
来
を
象
徴
し
た
と
す
る
説
が
主
流

（
８
）

で
、
年
代
の
信
憑
性
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
に
関
し
て
は

別
の
稿
に
譲
る
。

こ
れ
ら
①
か
ら
④
の
文
献
間
に
は
記
述
の
矛
盾
が
あ
る
。
例
え
ば
、
②
「
徐
氏
法
書
記
」
で
は
「
梁
の
大
同
年
間
に
周
興
嗣
に
『
千
字
文
』

を
撰
述
さ
せ
、
殷
鉄
石
に
王
羲
之
の
筆
跡
を
模
さ
せ
た
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
①
『
梁
書
』『
南
史
』
周
興
嗣
伝
の
、「
普
通
二
年
」
に
亡
く
な
っ

た
と
い
う
記
述
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
、「
徐
氏
法
書
記
」
で
は
韻
文
が
先
で
、「
模
」
が
後
だ
が

（
９
）
、
③
で
は
、
最
初
に
王
羲
之
書
千
字
を
搨う

つ
し
、

片
紙
の
文
字
を
韻
文
に
仕
立
て
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。



三

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

高
井
恭
子
氏
は
、『
千
字
文
』
成
立
の
経
緯
に
関
し
て
「
経
史
文
献
学
と
仏
教
史
学
と
の
認
識
に
差
違
が
生
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
分

野
に
よ
り
重
視
す
る
史
料
が
異
な
る
こ
と
と
、
唐
代
に
編
纂
さ
れ
た
史
書
に
は
王
羲
之
の
権
威
化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
二
つ
の
点
を
指
摘

し
て
い
る）

（1
（

。
高
井
氏
の
、
蕭
子
範
『
千
字
文
』
韻
文
が
周
興
嗣
の
「
千
字
の
文
」
に
代
わ
ら
れ
た
、
と
い
う
見
解
は
筆
者
と
異
な
る
が
、

こ
の
「
王
羲
之
の
権
威
化
」
と
い
う
指
摘
は
傾
聴
に
値
す
る
。
こ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
唐
よ
り
前
の
史
料
に
は
武
帝
に
よ
る
「
鍾
繇
の

権
威
化
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
史
料
を
検
討
す
る
際
に
、
こ
の
点
を
考
慮
し
て
お
か
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

⑵
韻
文
と
し
て
、
書
と
し
て
の
二
つ
の
要
素

韻
文
と
し
て
の
『
千
字
文
』、
書
と
し
て
の
『
千
字
文
』
と
い
う
視
点
は
、
啓
功
氏
が
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
啓
功
氏
は
、
日
本
の
『
献

物
帳
』
に
「
搨
王
羲
之
千
字
文
」
と
記
さ
れ
る
の
は
書
法
の
角
度
、
中
国
の
史
書
経
籍
志
等
で
「
周
興
嗣
撰
千
字
文
」
と
記
さ
れ
る
の
は

文
章
の
立
場
と
述
べ
て
い
る）

（（
（

。
二
つ
の
要
素
を
同
列
に
論
じ
る
と
混
乱
が
生
じ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
よ
う
に
「
韻
文
」
と
「
書
」
と
い
う

二
つ
の
要
素
に
切
り
分
け
る
こ
と
で
、
複
雑
に
見
え
て
い
る
『
千
字
文
』
成
立
の
背
景
が
分
か
り
や
す
く
な
ろ
う
。
先
述
し
た
張
天
弓
氏

の
論
考
で
は
啓
功
氏
の
論
を
踏
ま
え
、
特
に
『
千
字
文
』
の
書
に
注
目
し
て
整
理
し
て
い
る
。
張
氏
は
、
隋
志
・
両
唐
志
に
王
羲
之
『
小

学
篇
』
が
見
え
、『
顔
氏
家
訓
』
書
証
に
王
羲
之
『
小
学
章
』
を
引
く
こ
と
か
ら
、
字
書
で
あ
っ
た
こ
と
。
北
斉
、
魏
収
の
『
魏
書
』
任

城
王
雲
付
澄
・
付
順
伝
に
、「
元
澄
の
長
子
元
順
が
九
歳
で
楽
安
の
陳
豊
に
師
事
し
、
初
め
に
王
羲
之
『
小
学
篇
』
数
千
字
を
書
し
、
昼

夜
誦
え
て
十
五
日
ほ
ど
で
す
べ
て
通
徹
し
た
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
小
学
篇
』
が
数
千
字
の
韻
文
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
真
書
草
書
の

二
体
で
書
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
周
興
嗣
は
こ
れ
を
改
編
し
、
後
に
智
永
が
臨
書
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
説
は
非
常
に
興
味
深
い
が
、

な
お
慎
重
に
考
慮
す
べ
き
点
が
あ
る
。
第
二
章
で
張
氏
の
論
考
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。

⑶
韻
文
を
撰
述
し
た
周
興
嗣
、
制
作
を
主
導
し
た
梁
武
帝

『
千
字
文
』
の
韻
文
は
周
興
嗣
に
よ
る
が
、
あ
く
ま
で
武
帝
の
命
に
よ
り
撰
述
し
た
の
で
あ
る
。
当
然
主
導
権
は
武
帝
に
あ
り
、
周
興
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嗣
は
そ
の
意
向
を
充
分
に
汲
ん
で
撰
し
た
。
周
興
嗣
が
い
な
く
て
も
『
千
字
文
』
は
成
立
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
武
帝
が
い
な
く
て
は

成
立
し
な
か
っ
た
、
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
武
帝
の
考
え
や
時
代
背
景
に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
進
ん
だ
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
、『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
各
史
料
と
の
齟
齬
が
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
第
二
章
で
示
す
仮
説
で
あ
る
。

二
　
仮
説
と
検
証

以
下
に
仮
説
を
示
し
、
順
に
内
容
を
確
認
す
る
。
注
釈
は
、
続
く
検
証
の
部
分
で
示
す
。

⑴
韻
文
、
模
本
の
成
立

即
位
の
後
、
建
国
事
業
に
励
ん
で
い
た
武
帝
は
、
天
監
九
年
三
月
に
、
皇
太
子
や
皇
族
達
の
国
子
学
へ
の
修
学
を
詔
し
た
。
武
帝
は
皇

太
子
を
は
じ
め
と
す
る
八
王
の
為
に
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
『
急
就
篇
』
に
か
わ
る
小
学
書
の
編
纂
を
意
図
し
、
所
蔵
す
る
「
王
羲
之
書
」

を
用
い
て
、
周
興
嗣
に
韻
文
を
作
ら
せ
た
。

当
時
抜
き
ん
出
た
才
能
を
示
し
て
い
た
周
興
嗣
は
、
王
羲
之
書
を
用
い
、
し
か
も
既
存
の
小
学
書
の
良
さ
を
取
り
入
れ
更
に
洗
練
さ
せ

た
韻
文
を
作
る
と
い
う
難
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
た
め
に
、
武
帝
の
収
集
し
た
王
羲
之
書
の
真
筆
を
は
じ
め
、『
急
就
篇
』、
そ
の
ほ

か
秘
閣
の
あ
ら
ゆ
る
書
籍
を
見
な
が
ら
『
次
韻
王
羲
之
書
千
字
』
を
作
っ
た
。

そ
の
後
、
殷
鉄
石
が
模
本
を
作
成
し
た
。
文
字
は
真
書
だ
っ
た
。

⑵
後
継
の
『
千
字
文
』

殷
鉄
石
に
よ
る
王
羲
之
書
（
模
本
）
が
八
王
に
下
賜
さ
れ
た
後
、
さ
ら
に
そ
の
写
本
が
広
が
り
、
韻
文
の
美
し
さ
が
評
判
を
呼
ん
だ
。「
次

韻
王
羲
之
書
千
字
」
は
、
次
第
に
『
千
字
文
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
①
蕭
子
範
『
千
字
文
』
の
撰
述
。
武
帝
の
弟
で
あ
る
南
平
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『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

王
蕭
偉
が
、
蕭
子
範
に
新
た
な
『
千
字
文
』
の
韻
文
を
作
ら
せ
た
。
蕭
子
範
の
韻
文
の
出
来
も
素
晴
ら
し
く
、
府
中
で
は
そ
れ
を
手
本
と

し
て
起
草
し
た
。
②
蕭
子
雲
の
書
『
千
字
文
』。
武
帝
は
「
梁
武
帝
観
鍾
繇
書
法
十
二
意
」
で
、「
王
羲
之
は
鍾
繇
に
及
ば
な
い
」
と
記
し

て
い
る
。「
梁
蕭
子
雲
啓
」
は
、『
千
字
文
』
書
の
上
呈
に
続
き
こ
の
部
分
を
挙
げ
、
鍾
繇
を
手
本
と
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
書
啓
か
ら
、

武
帝
の
命
で
、
蕭
子
雲
が
鍾
繇
に
倣
っ
た
真
書
で
周
興
嗣
『
千
字
文
』
を
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶
①
『
顔
氏
家
訓
』
②
上
野
本
『
注
千
字
文
』
③
二
つ
の
『
梁
書
』
へ
の
記
載

梁
代
の
頃
に
成
立
し
た
も
の
に
は
「
鍾
繇
の
権
威
化
」
が
見
ら
れ
、
唐
代
に
書
か
れ
た
正
史
『
梁
書
』
に
は
「
王
羲
之
の
権
威
化
」
が

見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
千
字
」
と
い
う
語
に
鍾
繇
が
冠
せ
ら
れ
る
場
合
と
王
羲
之
が
冠
せ
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
る
の
は
、
各
々
の
時
代

の
趨
勢
に
基
づ
く
権
威
化
に
由
来
す
る
た
め
で
あ
り
、『
千
字
文
』
の
撰
者
が
周
興
嗣
で
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

文
献
と
⑴
、
⑵
の
仮
説
と
は
矛
盾
し
な
い
。

以
下
、
各
仮
説
を
検
証
し
て
い
く
。

⑴
韻
文
、
模
本
の
成
立

五
〇
二
年
に
梁
が
成
立
し
、
武
帝
は
建
国
事
業
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た）

（1
（

。
法
を
整
備
し
、
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
に
寒
門
子

弟
に
門
戸
を
開
き
学
ば
せ
た
。
斉
末
に
散
逸
し
た
図
書
の
整
備
を
行
い
、
仏
典
、
書
な
ど
も
収
集
し
、
任
昉
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
。
文

化
を
主
導
し
価
値
の
規
範
を
示
す
事
も
ま
た
為
政
者
の
責
務
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
梁
書
』
文
学
伝
上
に

　
　
高
祖
聰
明
文
思
，
光
宅
區
宇
，
旁
求
孺
雅
，
詔
採
異
人
，
文
章
之
盛
，
煥
乎
俱
集
。

と
記
さ
れ
る
。
武
帝
自
身
が
学
問
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
広
く
儒
雅
を
求
め
、
優
れ
た
才
能
の
持
ち
主
を
採
用
し
た
こ
と
や
、
文
章
の
立

派
な
も
の
は
全
て
集
め
た
様
子
が
窺
え
る
。
天
監
の
始
め
、
文
史
に
優
れ
た
才
能
を
見
せ
、
頭
角
を
表
し
た
の
が
周
興
嗣
で
あ
る
。
彼
は

武
帝
の
治
世
が
始
ま
る
と
ま
ず
「
休
平
の
賦
」
で
喜
ば
れ
華
林
省
に
宿
直
し
た
。
図
書
の
管
理
に
当
た
っ
た
任
昉
と
関
わ
り
が
あ
り
、
膨
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大
な
武
帝
の
蔵
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
。

天
監
九
年
三
月
に
、
武
帝
は
皇
太
子
や
皇
族
達
の
国
子
学
修
学
に
つ
い
て
詔
し
た）

（1
（

。
昭
明
太
子
は
十
歳
、
王
充
『
論
衡
』
自
紀
に
い
う

「
日
に
千
字
を
諷
す
」
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
蕭
繹
と
蕭
紀
も
誕
生
し
、
こ
の
頃
に
八
王
は
全
て
生
ま
れ
て
い
た
。
武
帝
は
、
す
で
に
六
世

紀
初
頭
の
梁
代
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
『
急
就
篇
』
に
か
わ
る
、
小
学
書
か
つ
手
習
い
の
書
を
制
作
し
、
息
子
た
ち
に
与
え
た
い
と
考
え
た）

（1
（

。

こ
こ
で
簡
単
に
前
漢
の
史
游
『
急
就
篇
』
に
触
れ
て
お
き
た
い
。『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
、
元
帝
の
時
、
黃
門
令
史
游
が
『
急
就
篇
』
を
作
っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
沈
元
氏
は
、『
急
就
篇
』
を
「
漢
代
社
会
生
活
の
鏡
」
と
評
し
、
そ
の
内
容
に
は
社
会
生
活
の
各
方
面
の
基
本
範

疇
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、（
紀
元
前
一
世
紀
に
現
れ
た
『
急
就
篇
』
と
）
魏
晋
南
北
朝
時
代
で
は
、
言
葉
や
文
字
と
当
時
の
生
活
、

言
語
の
距
離
が
程
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の
時
か
ら
簡
単
な
注
本
が
現
れ
始
め
た
と
も
述
べ
て
い
る）

（1
（

。
武
帝
が
時
代
に
即
し

た
教
育
書
を
求
め
た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
王
羲
之
の
書
を
用
い
る
こ
と
は
、
自
ら
の
威
信
を
示
す
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
た
だ
ろ
う
。

『
急
就
篇
』
と
『
千
字
文
』
の
相
似
点
と
継
承
性
に
つ
い
て
は
常
藎
心
氏
の
論
考
に
詳
し
い
。
同
氏
は
、『
急
就
篇
』
が
二
一
四
四
字
（
最

後
の
一
二
八
字
は
後
に
補
わ
れ
た
）
で
重
複
す
る
字
は
僅
か
、『
千
字
文
』
に
も
重
複
字
は
無
い
が
、『
千
字
文
』
中
の
五
九
二
字
は
『
急

就
篇
』
に
も
見
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
物
の
名
や
職
官
制
度
、
政
治
な
ど
の
内
容
に
も
多
く
の
相
似
点
が
あ
り
、
文
字
数
な
ど
に
違
い

は
あ
っ
て
も
二
者
の
構
想
と
内
容
の
設
定
に
一
定
の
継
承
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
す
る）

（1
（

。
ま
た
、
倉
田
淳
之
介
氏
も
、
内
容
が

異
な
る
と
は
し
な
が
ら
も
、
先
出
の
書
を
後
出
の
書
が
参
考
す
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
、『
急
就
篇
』
を
あ
げ
て
「
こ
う
い
う
も
の
が
千

字
文
編
纂
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
言
う

）
（1
（

。

と
こ
ろ
で
王
充
『
論
衡
』
自
紀
篇
の
「
日
に
千
字
を
諷
す
」
と
言
う
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

八
歲
出
於
書
館
，
書
館
小
僮
百
人
以
上
，
皆
以
過
失
袒
謫
，
或
以
書
醜
得
鞭
。
充
書
日
進
，
又
無
過
失
。
手
書
旣
成
，
辭
師
受
論
語
、

尚
書
，
日
諷
千
字

）
（1
（

。

王
充
本
人
が
幼
少
期
の
手
習
い
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
八
歳
で
書
館
に
通
っ
た
王
充
は
、
他
の
子
供
と
は
違
い
、
書
が
日
々



七

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

上
手
に
な
り
過
ち
が
な
か
っ
た
。
手
習
い
を
終
え
る
と
（
手
習
い
の
）
師
を
辞
し
て
『
論
語
』
や
『
尚
書
』
の
教
え
を
受
け
、
日
に
千
字

を
諷
ん
じ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

『
千
字
文
』
の
韻
文
中
に
「
耽
讀
翫
市
　
寓
目
囊
箱
」
と
書
か
れ
る
の
は
、
貧
し
か
っ
た
王
充
が
市
場
の
書
店
で
読
書
に
ふ
け
っ
た
と

い
う
故
事
を
踏
ま
え
る）

11
（

。
武
帝
と
同
年
代
の
劉
峻
（
劉
孝
標
）「
弁
明
論
」
に
も
王
充
と
『
論
衡
』
を
取
り
上
げ
、『
梁
書
』
劉
杳
伝
に
も

引
か
れ
る）

1（
（

。
武
帝
が
『
論
衡
』
に
接
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。『
千
字
文
』
が
そ
も
そ
も
小
学
書
、
か
つ
手
習
い
の
書
で
あ

る
こ
と
や
、
当
時
の
皇
太
子
の
年
齢
、
国
子
学
就
学
の
詔
と
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、「
日
諷
千
字
」
か
ら
の
連
想
で
、「
王
羲
之
書

の
文
字
を
用
い
た
、
千
字
の
文
」
と
い
う
命
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
、
武
帝
が
皇
太
子
を
は
じ
め
と
す
る
八
王
の
為
に
、
当
時

広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
『
急
就
篇
』
を
上
回
る
新
た
な
小
学
書
編
纂
を
意
図
し
、
所
蔵
す
る
「
王
羲
之
書
」
を
用
い
て
、
周
興
嗣
に
韻
文

を
作
ら
せ
た
も
の
と
考
え
る
。

武
帝
の
命
を
受
け
た
周
興
嗣
は
、
天
監
七
年
十
月
以
降
か
ら
、
天
監
九
年
に
新
安
郡
に
転
出
す
る
前
ま
で
の
間
（
五
〇
八
〜
五
一
〇
年
）

に
韻
文
を
作
成
し
た）

11
（

。
こ
れ
が
「
次
韻
王
羲
之
書
千
字
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
韻
文
と
模
本
の
順
序
に
つ
い
て
は
、『
徐
氏
法
書
記
』
と
『
尚
書
故
実
』
と
で
異
な
り
が
あ
る
。『
徐
氏
法
書
記
』
で
は
、
韻

文
の
後
に
模
本
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
後
、
座
談
形
式
で
語
ら
れ
た
内
容
を
綴
っ
た
『
尚
書
故
実
』
で
は
、「
片
紙
の
文
字
か

ら
韻
文
を
作
り
、
一
夜
に
し
て
白
髪
と
な
っ
た
」
と
描
写
さ
れ
る）

11
（

。

張
天
弓
氏
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、「
こ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
（
想
像
）
は
皆
、
唐
代
に
流
行
し
た
「
集
王
聖
教
序
」
の
類
の
「
集
王
字
」

の
啓
発
を
受
け
、
さ
ら
に
「
集
王
字
」
を
梁
代
『
千
字
文
』
上
に
敷
衍
し
た
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
筆
者
も
張
天
弓
氏
と
同
様
、「
徐

氏
法
書
記
」
が
述
べ
る
韻
文
が
先
、
模
本
が
後
だ
と
考
え
る
が
、
周
興
嗣
が
王
羲
之
『
小
学
篇
』
を
改
編
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
よ

く
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。『
隋
書
』
経
籍
志
は
、『
小
学
篇
』
一
巻
を
王
羲
之
で
は
な
く
「
晉
下
邳
內
史
王
義
撰
」
と
記
し
、
ま
た
梁
代

に
は
そ
の
他
に
も
「
王
義
」
が
撰
し
た
『
文
字
要
記
』
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
『
顔
氏
家
訓
』、『
旧
唐
書
』、『
新
唐
書
』
で
は

王
羲
之
と
さ
れ
、
文
献
間
で
矛
盾
が
見
ら
れ
る）

11
（

。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
魏
書
』
任
城
王
雲
付
澄
・
付
順
伝
の
校
勘
記
で
、『
隋
書
』
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経
籍
志
に
基
づ
い
て
王
羲
之
で
は
な
い
と
す
る
張
森
楷
の
説
と
、
王
羲
之
と
す
る
『
顔
氏
家
訓
』、
両
『
唐
書
』
経
籍
志
、
芸
文
志
と
を

挙
げ
、
或
い
は
北
魏
末
、
已
に
「
羲
之
」
撰
と
作
る
書
物
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
字
の
誤
り
で
は
な
い
と
す
る）

11
（

。
よ
っ
て
王
羲
之
『
小

学
篇
』
の
存
在
と
、
周
興
嗣
が
参
照
し
た
可
能
性
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
が
、『
小
学
篇
』
は
佚
し
て
お
り
、
内
容
を
察
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
従
っ
て
こ
の
書
を
改
編
し
た
、
こ
の
書
が
真
草
二
体
で
書
き
分
け
ら
れ
て
い
た
、
と
ま
で
結
論
づ
け
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い

か
。
現
在
言
え
る
こ
と
は
、
韻
文
作
成
に
あ
た
っ
て
周
興
嗣
が
見
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、
同
氏
が
指
摘
す
る
『
小
学
篇
』、
鍾
繇
を

模
し
た
「
黄
庭
経
」、「
東
方
朔
画
賛
」
を
始
め
と
す
る
王
羲
之
書
（
後
述
）、
ま
た
、『
急
就
篇
』
の
他
、
様
々
な
古
典
籍
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
だ
っ
た
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

韻
文
が
完
成
し
て
か
ら
、
殷
鉄
石

）
11
（

が
模
本
を
作
成
し
た
。
最
初
の
模
本
が
何
の
書
で
あ
っ
た
か
は
、
研
究
者
間
で
意
見
が
分
か
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
王
羲
之
の
草
書
だ
と
考
え
る
研
究
者
は
小
川
環
樹
氏
、
角
井
博
氏
、
伏
見
・
筒
井
氏
で

）
11
（

、
主
に
王
羲
之
の
書
で
あ
る
こ
と

を
根
拠
に
し
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
張
天
弓
氏
は
、
書
体
の
規
範
化
を
目
指
し
、『
小
学
篇
』
は
元
か
ら
二
種
類
の
書
体
で
書
か
れ
、『
千

字
文
』
韻
文
は
そ
れ
を
元
に
作
ら
れ
、『
小
学
篇
』
か
ら
拓
字
さ
れ
た
と
す
る）

11
（

。

一
方
、
成
田
健
太
郎
氏
は
、「
真
書
の
作
し
か
伝
わ
ら
な
い
鍾
繇
を
作
者
と
す
る
説
の
存
在
、
書
訣
に
近
似
し
た
性
格
、
そ
し
て
書
訣

の
説
く
用
筆
法
が
専
ら
真
書
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
併
せ
考
え
て
、
周
興
嗣
の
次
韻
し
た
『
千
字
文
』
は
や
は
り
真
書
で
あ
っ
た
と
推

測
）
11
（

」
し
て
い
る
。
ま
た
、
鍾
繇
が
修
め
た
三
体
（
銘
石
書
、
章
程
書
、
行
狎
書
）
の
う
ち
、
章
程
書
が
真
書
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
文
書
を
書
籍
と
し
て
保
存
す
る
時
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
識
字
教
育
に
お
い
て
標
準
と
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る）

1（
（

。

『
千
字
文
』
に
先
行
す
る
『
急
就
篇
』
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
も
参
照
し
た
い
。
沈
元
氏
は
、
童
蒙
教
育
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

普
通
は
草
書
を
用
い
な
い
こ
と
、『
急
就
篇
』
は
既
に
習
を
学
ぶ
範
本
だ
っ
た
た
め
後
世
の
書
家
に
よ
く
書
さ
れ
、
六
朝
以
後
に
流
伝
し

た
も
の
は
多
く
が
草
書
家
の
手
跡
だ
っ
た
こ
と
か
ら
『
急
就
篇
』
が
草
書
だ
と
言
う
附
会
の
説
が
あ
る
と
言
う
。
ま
た
六
朝
の
『
急
就
篇
』

残
写
本
は
端
正
な
楷
書
だ
と
述
べ
る）

11
（

。
そ
の
ほ
か
に
も
、
陶
弘
景
が
梁
武
帝
に
宛
て
た
「
陶
隠
居
又
啓
」
か
ら
、
王
羲
之
が
正
書
の
古
体

で
書
い
た
『
急
就
篇
』
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

11
（

。



九

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

以
上
見
た
よ
う
に
、
識
字
教
育
と
し
て
児
童
が
使
用
す
る
場
合
は
、
真
書
で
書
か
れ
た
手
本
を
用
い
た
こ
と
、『
千
字
文
』
が
学
齢
期

の
皇
子
ら
の
小
学
書
と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
李
暹
注
に
鍾
繇
の
作
と
書
か
れ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
最
初
の
模
本
は
王
羲
之

の
真
書
で
書
か
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑵
後
継
の
『
千
字
文
』

周
興
嗣
に
よ
る
「
次
韻
王
羲
之
書
千
字
」
の
模
本
は
八
王
に
下
賜
さ
れ
、
皇
子
ら
は
そ
れ
を
学
ん
だ
。
武
帝
の
皇
子
教
育
に
つ
い
て
は

海
野
洋
平
氏
の
論
考
に
詳
し
く
、
梁
元
帝
（
蕭
繹
、
湘
東
王
）
の
文
章
に
、
周
興
嗣
『
千
字
文
』
を
下
敷
き
に
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る）

11
（

。

中
田
正
心
氏
は
、
皇
子
達
が
使
用
し
た
原
本
以
外
に
は
、
摹
書
の
伝
本
の
範
囲
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
言
っ
て
よ
く
、
当
世
の
能
書
家
が

書
し
た
も
の
が
広
く
伝
わ
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
だ
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
す
な
わ
ち
、『
千
字
文
』
の
「
書
」
と
「
韻
文
」
の
広
ま
り
方
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。「
王
羲
之
書
」
と
い
う
制
約
を
外
れ
た
韻
文
が
、
写
本
と
い
う
形
で
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

①
蕭
子
範
の
韻
文
『
千
字
文
』

周
興
嗣
『
千
字
文
』
の
韻
文
の
美
し
さ
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
武
帝
弟
の
南
平
王
（
蕭
偉
）
は
、
蕭
子
範
に
『
千
字
文
』
を
作
ら

せ
た
。『
梁
書
』
蕭
子
範
伝

）
11
（

に
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

使
製
千
字
文
，
其
辭
甚
美
，
王
命
記
室
蔡
遠
注
釋
之
。
自
是
府
中
文
筆
，
皆
使
草
之
。

こ
の
蕭
子
範
に
作
ら
せ
た
韻
文
の
出
来
も
素
晴
ら
し
く
、
府
中
で
は
こ
れ
を
手
本
と
し
て
起
草
し
た
と
い
う
。
小
川
氏
は
こ
れ
を

五
三
二
年
頃
の
こ
と
と
い
う）

11
（

。

と
こ
ろ
で
「
次
韻
王
羲
之
書
千
字
」
は
い
つ
か
ら
『
千
字
文
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
筆
者
は
、
武
帝
が
「
王
羲
之
書
千

字
に
次
韻
せ
よ
」
と
命
じ
、
周
興
嗣
が
献
上
し
て
以
降
、
そ
の
韻
文
が
評
判
と
な
り
、『
千
字
文
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
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な
い
か
と
考
え
る
。
周
興
嗣
以
降
に
名
前
、
す
な
わ
ち
概
念
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
韻
文
が
突
出
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
ら
、
あ
る
い
は

「
王
羲
之
書
千
字
」
の
ま
ま
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
書
に
着
目
し
て
呼
ば
れ
る
時
は
「
王
羲
之
書
千
字
」
と
さ
れ
た
。
例

え
ば
、『
梁
書
』
西
陽
王
大
鈞
伝
に
、
七
歳
の
時
、
武
帝
か
ら
何
の
書
を
読
む
か
と
問
わ
れ
、「
学
詩
」
と
答
え
、
上
手
に
暗
唱
し
た
た
め

に
「
王
羲
之
書
一
巻
」
を
賜
っ
た
と
い
う）

11
（

。
こ
れ
な
ど
は
『
千
字
文
』
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
蕭
子
雲
の
書
『
千
字
文
』

蕭
子
範
の
弟
で
あ
る
蕭
子
雲
は
、『
千
字
文
』
を
書
し
た
。『
法
書
要
録
』
所
収
の
「
梁
蕭
子
雲
啓
」
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

11
（

。

臣
子
雲
奉
勅
，
使
臣
寫
千
字
文
，
今
已
上
呈
。
臣
習
不
能
拔
賞
，
隨
世
所
貴
，
規
模
子
敬
，
多
歷
年
所
。
三
十
六
著
晉
史
一
部
，
致

二
王
列
傳
，
欲
作
論
草
隸
法
，
言
不
盡
意
，
遂
不
能
成
，
止
論
飛
白
一
勢
而
已
。
十
餘
年
來
，
始
見
勅
旨
論
書
一
卷
，
商
略
筆
勢
，

洞
達
字
體
。
又
以
逸
少
不
及
元
常
，
猶
子
敬
不
及
逸
少
，
因
此
研
思
，
方
悟
隸
式
，
始
變
子
敬
，
全
法
元
常
，
迨
今
以
來
，
自
覺
功

進
。
此
禀
自
天
論
，
臣
先
來
猶
恨
已
無
臨
池
之
勤
，
又
不
參
聖
旨
之
奧
，
仰
延
明
詔
，
伏
增
悚
息
。
侍
中
、
國
子
祭
酒
、
南
徐
州
太

守
臣
子
雲
啓
上
。

武
帝
が
子
雲
に
命
じ
て
『
千
字
文
』
を
書
か
せ
た
も
の
を
、
今
す
で
に
上
呈
し
た
と
い
う
。
子
雲
も
、
か
つ
て
は
世
の
中
の
人
々
が
子

敬
（
王
献
之
）
を
尊
ん
だ
よ
う
に
何
年
も
子
敬
を
手
本
と
し
て
い
た
。（
中
略
）
十
余
年
来
、
武
帝
の
勅
旨
で
あ
る
論
書
を
読
ん
で
か
ら
、

筆
勢
を
は
か
り
考
え
、
字
体
を
は
っ
き
り
と
理
解
し
た
。
ま
た
、
王
羲
之
が
鍾
繇
に
及
ば
な
い
の
は
、
王
献
之
が
王
羲
之
に
及
ば
な
い
よ

う
な
も
の
だ
、
と
い
う
武
帝
の
考
え
を
精
思
し
て
初
め
て
「
隷
式
（
真
書

）
11
（

）
」
を
悟
り
、
王
献
之
に
学
ん
だ
こ
と
を
改
め
、
全
て
鍾
繇
を

手
本
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
最
後
は
「
侍
中
、
国
子
祭
酒
、
南
徐
州
太
守
臣
子
雲
啓
上
」
と
結
ぶ
が
、
蕭
子
雲
が
就
い

た
役
職
か
ら
見
る
と
こ
れ
は
大
同
二
年
（
五
三
六
年
）
頃
か
、
太
清
元
年
（
五
四
七
年
）
頃
の
よ
う
で
あ
る）

1（
（

。

劉
濤
氏
は
、
大
同
二
年
の
少
し
あ
と
に
上
呈
さ
れ
た
と
述
べ
、
ま
た
、
兄
で
あ
る
蕭
子
範
の
文
に
、
蕭
子
雲
が
草
書
で
書
し
た
と
考
え

て
い
る）

11
（

。
確
か
に
蕭
子
範
と
子
雲
は
兄
弟
だ
が
、
蕭
子
範
に
韻
文
の
撰
述
を
命
じ
た
の
は
南
平
王
で
あ
っ
て
武
帝
で
は
な
い
。
こ
の
「
梁



一
一

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

蕭
子
雲
啓
」
の
文
面
は
、『
千
字
文
』
を
献
上
す
る
際
に
書
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
内
容
も
、
武
帝
の
命
で
書
し
た
『
千
字
文
』
を
上
呈

し
た
こ
と
に
続
き
、「
梁
武
帝
観
鍾
繇
書
法
十
二
意

）
11
（

」
を
受
け
た
「
王
羲
之
は
鍾
繇
に
及
ば
な
い
」
云
々
を
挙
げ
、
鍾
繇
を
手
本
と
し
た

こ
と
を
示
す
の
だ
か
ら
、
こ
の
書
は
「
鍾
繇
の
書
体
で
書
い
た
真
書
」
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、『
晋
書
』
を
著
し
、
書
だ
け
で
な
く
文
の
才
能
を
自
負
し
て
い
た
蕭
子
雲
で
あ
る）

11
（

。『
隋
書
』
経
籍
志
に
「
蕭
子
雲
注
」
と
あ
る

も
の
は
、『
千
字
文
』
を
自
ら
書
し
、
韻
文
に
つ
い
て
も
註
解
を
加
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑶
①
『
顔
氏
家
訓
』
②
上
野
本
『
注
千
字
文
』
③
二
つ
の
『
梁
書
』
へ
の
記
載

①
顔
之
推
『
顔
氏
家
訓
』

⑴
と
⑵
で
見
て
き
た
経
緯
は
、『
顔
氏
家
訓
』
雑
芸
篇
の
記
述
と
一
致
す
る）

11
（

。

晉
、
宋
以
來
，
多
能
書
者
。
故
其
時
俗
，
遞
相
染
尚
，
所
有
部
帙
，
楷
正
可
觀
，
不
無
俗
字
，
非
爲
大
損
。
至
梁
天
監
之
間
，
斯

風
未
變
；
大
同
之
末
，
訛
替
滋
生
。
蕭
子
雲
改
易
字
體
，
邵
陵
王
頗
行
僞
字
；
朝
野
翕
然
，
以
爲
楷
式
，
畫
虎
不
成
，
多
所
傷
敗
。

…
…
爾
後
墳
籍
，
略
不
可
看
。
…
…
唯
有
姚
元
標
工
於
楷
隸
，
留
心
小
學
，
後
生
師
之
者
衆
。

晋
、
宋
代
以
降
、
能
書
家
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
そ
の
時
の
風
習
は
次
第
に
高
尚
と
な
り
、
す
べ
て
の
書
物
は
、
楷
書
で
正
し
く

書
か
れ
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
ま
だ
少
し
俗
字
が
あ
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
は
な
か
っ
た
。
梁
の
天
監
年
間
に
至
っ
て
も
そ
の
な

ら
わ
し
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
大
同
年
間
の
末
に
、
間
違
い
が
発
生
し
た
。
蕭
子
雲
は
字
体
を
改
め
、
邵
陵
王
は
非
常
に
多
く

の
偽
字
を
使
用
し
た
。
朝
廷
も
民
間
も
一
緒
と
な
っ
て
、
こ
れ
を
模
範
と
し
、
虎
を
画
き
て
虎
に
な
ら
ず
と
い
っ
た
有
様
で
、
文
字

を
損
な
い
壊
す
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
…
…
そ
の
後
の
墳
籍
は
ほ
ぼ
読
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
…
…
た
だ
（
北
斉
の
）
姚
元

標
だ
け
は
楷
書
と
隷
書
に
た
く
み
で
、
小
学
に
留
意
し
、
後
進
は
彼
を
模
範
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
。

天
監
年
間
に
は
、
周
興
嗣
『
千
字
文
』
が
撰
述
さ
れ
、
王
羲
之
の
楷
書
（
真
書
）
で
模
本
が
作
ら
れ
た
。
し
か
し
武
帝
が
鍾
繇
を
尊
ん

だ
こ
と
で
、
そ
の
後
の
書
の
価
値
観
が
変
化
す
る
。「
鍾
繇
権
威
化
」
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
同
年
間
以
降
に
蕭
子
雲
が
鍾
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繇
の
真
書
で
『
千
字
文
』
を
書
き
献
上
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
と
、
顔
之
推
が
描
写
す
る
当
時
の
趨
勢
と
は
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

②
上
野
本
『
注
千
字
文
』

最
古
の
千
字
文
注
は
日
本
に
現
存
し
、
上
野
淳
一
氏
が
所
蔵
、
弘
安
十
年
の
奥
書
が
あ
る
李
暹
『
注
千
字
文
』
で
、
上
野
本
、
弘
安
本

と
も
呼
ば
れ
る）

11
（

。
上
野
本
の
研
究
書
に
『
上
野
本
注
千
字
文
注
解
』
が
あ
り
、
李
暹
注
の
性
格
は
、
東
野
治
之
氏
に
よ
っ
て
既
に
詳
し
く

解
説
さ
れ
て
い
る
。
東
野
氏
は
、
従
来
、
李
暹
注
の
序
と
後
序
の
作
者
が
違
う
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
李
暹
の
後
序
は
後

世
の
も
の
で
、
序
は
李
暹
自
身
の
も
の
、
ま
た
李
暹
注
は
六
世
紀
末
に
撰
述
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る）

11
（

。
本
稿
で
は
特
に
上
野
本
序
文
の
、

「
千
字
文
者
〜
員
外
散
騎
侍
郎
周
興
嗣
、
令
推
其
理
、
致
為
次
韻
也
」
に
注
目
す
る
。
原
文
は
注
に
載
せ
た）

11
（

。

『
千
字
文
』
は
、
魏
の
大
尉
鍾
繇
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
梁
の
邵
陵
王
蕭
綸
『
評
書
』
に
い
う
、
鍾
繇
の
書
は
、
雲
鵠
が
天
に
遊
び
、

群
鴻
が
海
に
戯
れ
る
よ
う
で
、
世
間
で
は
な
か
な
か
め
ぐ
り
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
王
羲
之
の
書
は
、
筆
勢
が
雄
強
で
、
竜
が
深

い
淵
の
入
り
口
で
跳
り
あ
が
り
、
虎
が
鳳
閣
に
横
た
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
歴
代
こ
れ
を
宝
と
し
、
と
こ
し
え
に
教
え
と
し
て
秘
府
に

蔵
め
て
き
た
。

冒
頭
部
分
の
「
梁
邵
陵
王
蕭
綸
評
書
曰
」
に
つ
い
て
、
小
川
環
樹
氏
が
「
長
史
、
袁
昂
」
な
ど
の
脱
文
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
の
は
、

こ
の
鍾
繇
、
王
羲
之
評
が
、
袁
昂
「
古
今
書
評
」
の
鍾
繇
、
蕭
思
話
評
と
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る）

11
（

。
ま
た
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
袁
昂
の
古
今
書
評
と
、
武
帝
の
書
評
と
は
混
同
し
て
い
る）

11
（

。
当
該
箇
所
の
上
野
本
と
纂
図
本
で
は
表
現
が
少
し
異
な
る
が
、
纂
図

本
と
武
帝
「
古
今
書
人
優
劣
評
」
と
の
表
現
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る）

1（
（

。

続
く
序
の
内
容
を
簡
単
に
記
せ
ば
、
鍾
繇
の
作
っ
た
『
千
字
文
』
が
、
永
嘉
年
間
に
丹
陽
に
遷
る
際
に
散
逸
し
そ
う
に
な
っ
た
。
晋
の

元
帝
が
、
王
羲
之
に
清
書
さ
せ
た
が
、
文
の
流
れ
が
う
ま
く
続
か
ず
韻
を
踏
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め
武
帝
が
周
興
嗣
に
韻
文
を
作
ら
せ
た

と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る）

11
（

。

こ
の
記
述
は
、
王
僧
虔
『
論
書
』
の
、
王
導
が
（
永
嘉
の
乱
に
よ
る
南
下
の
際
の
）
喪
乱
狼
狽
の
時
に
も
、
な
お
鍾
繇
の
宣
示
帖
を
衣
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字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

帯
し
、
長
江
を
過
ぎ
た
後
は
王
羲
之
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
、
と
い
う
話）

11
（

を
彷
彿
さ
せ
る
。『
尚
書
故
実
』
の
、
周
興
嗣
が
韻
文
を
撰
述
し

た
際
に
、
一
晩
で
白
髪
に
な
っ
た
と
い
う
「
一
夜
白
髪
」
説
に
は
『
世
説
新
語
』
に
そ
の
原
型
と
も
言
え
る
話
が
あ
る
が）

11
（

、
李
暹
注
の
こ

の
箇
所
も
、
王
僧
虔
『
論
書
』
と
の
関
連
性
を
考
え
さ
せ
る
。
ま
た
こ
の
序
文
に
従
え
ば
、
武
帝
が
鍾
繇
『
千
字
文
』
を
書
い
た
「
王
羲

之
書
」
を
所
有
し
、
ま
た
そ
の
分
量
も
多
く
残
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
果
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

「
陶
隠
居
與
梁
武
帝
論
書
啓
」
中
の
「
陶
隠
居
又
啓
」
に
そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る）

11
（

。

世
論
咸
云
江
東
無
復
鍾
迹
，
常
以
嘆
息
。
比
日
竚
望
中
原
廓
清
，
太
丘
之
碑
，
可
就
摹
採
。
今
論
旨
云
：「
真
迹
雖
少
，
可
得
而
推
。」：

是
猶
有
存
者
，
不
審
可
復
幾
字
。
既
無
出
見
理
，
冒
願
得
工
人
摹
填
數
行
。
脫
蒙
見
此
，
實
爲
過
幸
。
又
逸
少
學
鍾
，
勢
巧
形
密
，

勝
於
自
運
。
不
審
此
例
復
有
幾
紙
，
垂
旨
以
黃
庭
，
像
讚
等
諸
文
，
可
更
有
出
给
理
？
自
運
之
迹
，
今
不
復
希
。
請
學
鍾
法
，
仰
惟

殊
恩
。

陶
弘
景
は
鍾
繇
の
真
跡
が
江
東
に
は
も
う
無
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
が
、
武
帝
の
論
旨
に
「
真
蹟
は
少
な
い

け
れ
ど
も
推
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
実
際
に
見
ら
れ
な
く
て
も
工
人
に
摹
填
さ
せ
ら
れ
な
い
か
、
と
願
っ
て

い
る
。
ま
た
、
王
羲
之
が
鍾
繇
を
学
ん
だ
も
の
は
、
自
筆
よ
り
優
れ
て
い
る
た
め
、「
黄
庭
経
」、「
東
方
朔
画
賛
」
な
ど
を
貸
し
出
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
頼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
も
し
鍾
繇
『
千
字
文
』
を
清
書
し
た
王
羲
之
書
が
梁
代
に
あ
り
、
そ
れ
を
元
に
韻
文
に
仕
立
て

直
す
ほ
ど
の
分
量
で
あ
っ
た
な
ら
、
陶
弘
景
は
そ
こ
で
こ
の
書
を
挙
げ
る
の
で
は
な
い
か
？
こ
の
文
面
か
ら
は
、
武
帝
の
も
と
に
鍾
繇

『
千
字
文
』
を
清
書
し
た
王
羲
之
書
、
と
い
っ
た
も
の
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
わ
り
、「
黄
庭
経
」、「
東
方
朔
画
賛
」

は
、「
逸
少
学
鍾
」
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
序
文
は
、
成
田
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
千
字
文
』
が
も
と
も
と
真
書
で
書
か
れ
た
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
武
帝
に
よ

る
鍾
繇
の
権
威
化
を
受
け
て
、
王
羲
之
に
加
え
鍾
繇
の
部
分
が
記
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
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③
二
つ
の
『
梁
書
』

太
平
御
覧
の
引
く
『
梁
書
』
に
は

　
　《
梁
書
》
曰
：
武
帝
取
鍾
王
真
迹
授
周
興
嗣
，
令
選
不
重
複
千
字
，
韻
而
文
之
。

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
正
史
の
『
梁
書
』
で
は
な
く
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
記
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
『
梁
書
』
だ
と
考
え
ら
れ
る）

11
（

。

こ
の
箇
所
を
少
し
補
足
し
た
い
。

『
隋
書
』
経
籍
志
・
史
・
正
史
に
は
、

　
　
梁
書
四
十
九
卷
，
梁
中
書
郎
謝
吳
撰
，
本
一
百
卷
。

と
あ
り
、
こ
れ
を
『
隋
書
経
籍
志
詳
考
』
で
は
両
唐
志
等
に
倣
い
「
謝
昊
」
と
改
め
て
い
る
。
ま
た
、『
史
通
』
古
今
正
史
篇
を
引
い

て
い
る）

11
（

。

古
今
正
史
に
は

　
　
梁
史
，
武
帝
時
，
沈
約
與
給
事
中
周
興
嗣
，
步
兵
校
尉
飽
行
卿
，
秘
書
監
謝
昊
相
承
撰
錄
，
已
有
百
篇

）
11
（

。

こ
の
記
述
か
ら
、
武
帝
の
時
に
、
沈
約
と
給
事
中
周
興
嗣
、
歩
兵
校
尉
飽
行
卿
、
秘
書
監
の
謝
昊
と
相
承
し
て
書
か
れ
た
も
の
が
百
篇

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
梁
書
』、『
南
史
』
に
も
、
周
興
嗣
は
国
史
の
編
纂
に
携
わ
っ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
を
裏
付
け

よ
う
。

そ
し
て
正
史
『
梁
書
』
の
成
り
立
ち
は
、
會
鞏
梁
書
目
録
序
に
示
さ
れ
る
よ
う
に

唐
貞
觀
三
年
，
詔
右
散
騎
常
侍
姚
思
廉
撰
。
思
廉
者
，
梁
史
官
察
之
子
。
推
其
父
意
，
由
頗
采
諸
儒
謝
吳
等
所
記
，
以
成
此
書
。

と
あ
る
。

以
上
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、『
太
平
御
覧
』
所
収
の
『
梁
書
』
は
、
謝
吳
（
あ
る
い
は
謝
昊
）
ら
の
『
梁
書
』
で
、
鍾
繇
権
威
化

の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
故
に
「
鍾
繇
と
王
羲
之
の
真
蹟
か
ら
周
興
嗣
に
千
字
を
選
ば
せ
て
」
韻
文
を
作
ら
せ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
後
、
王
羲
之
の
権
威
化
を
受
け
て
記
さ
れ
た
『
梁
書
』、『
南
史
』
は
、
そ
の
内
容
を
大
い
に
参
照
は
し
た
も
の
の
、
鍾
繇



一
五

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

の
権
威
化
が
省
か
れ
「
次
韻
王
羲
之
書
千
字
」
と
記
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
と
、「
王
羲
之

書
千
字
」
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
内
容
を
【
梁
代
　
各
種
『
千
字

文
』
成
立
の
経
緯
】
と
し
て
次
頁
に
図
示
す
る
。
ま
た
、
先
行
研
究

を
更
新
し
た
点
を
以
下
に
示
す
。

● 

啓
功
氏
の
視
点
を
発
展
さ
せ
、「
韻
文
と
書
」
の
二
つ
を
切
り
分

け
て
考
察
し
、
梁
代
の
各
種
『
千
字
文
』
成
立
に
つ
い
て
体
系
化

し
た
。

● 

高
井
恭
子
氏
の
、
唐
代
編
纂
の
史
書
に
「
王
羲
之
の
権
威
化
」
が

見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
を
発
展
さ
せ
、
梁
代
に
は
「
鍾
繇
の
権
威

化
」
が
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
論
じ
た
。「
千
字
」
と
い
う
語
に

鍾
繇
が
冠
せ
ら
れ
る
場
合
と
王
羲
之
が
冠
せ
ら
れ
る
場
合
と
が
あ

る
の
は
、
各
々
の
時
代
の
趨
勢
に
基
づ
く
権
威
化
に
由
来
す
る
た

め
で
あ
り
、『
千
字
文
』
の
撰
者
が
周
興
嗣
で
あ
っ
た
こ
と
は
動

か
な
い
。

● 

梁
武
帝
は
、
時
代
に
即
し
た
小
学
書
を
作
ろ
う
と
、「
最
高
の
文

に
、
王
羲
之
の
書
」
で
周
興
嗣
に
『
次
韻
王
羲
之
書
千
字
』
を
作

ら
せ
た
。「
千
字
」
は
『
論
衡
』
自
紀
「
日
に
千
字
を
諷
す
」
か

【梁代　各種『千字文』成立の経緯】
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ら
千
字
と
聯
想
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

● 
殷
鉄
石
の
模
本
の
字
体
は
王
羲
之
の
真
書
で
、
蕭
子
雲
の
書
は
、
周
興
嗣
『
千
字
文
』
を
鍾
繇
の
真
書
で
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
そ
の
後
、
子
雲
自
ら
に
よ
る
そ
の
注
釈
本
が
撰
述
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
註
】

（
１
）　
安
本
健
吉
註
解
『
千
字
文
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
）、
五
頁
。

（
２
）　
泰
田
利
栄
子
「
周
興
嗣
の
人
物
考
証
か
ら
見
る
『
千
字
文
』
編
綴
時
期
」（『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
第
二
十
三
巻
、
二
〇
二
一
年
）。

（
３
）　
張
天
弓
「
王
羲
之
《
小
学
篇
》
与
《
千
字
文
》
考
」（『
書
法
』
一
期
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
４
）　
姚
思
廉
『
梁
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）、
李
延
寿
『
南
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
五
年
）、
李
昉
等
撰
『
太
平
御
覧
』（
中
華
書
局
、

一
九
六
〇
年
）
を
参
照
。
引
用
す
る
テ
キ
ス
ト
に
は
適
宜
句
読
点
を
補
う
。

（
５
）　
本
章
で
引
用
す
る
張
彦
遠
『
法
書
要
録
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
劉
石
校
理
『
法
書
要
録
校
理
』（
中
華
書
局
、
二
〇
二
一
年
）
に
よ
る
。

（
６
）　
唐
蘭
「《
劉
賓
客
嘉
話
錄
》
的
校
輯
與
辦
僞
」（『
文
史
』
第
四
輯
、一
九
六
五
年
）。
泰
田
利
栄
子
「
周
興
嗣
の
病
と
「
一
夜
白
髪
」
説
」（『
お

茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
四
十
一
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
７
）　
神
田
喜
一
郎
「
飛
鳥
奈
良
時
代
の
文
物
制
度
（
一
）」（
羽
田
亨
編
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
文
化
全
六
講
』、
武
田
薬
品
工
業
、
一
九
五
五
年
）、

二
十
一
頁
。
小
川
環
樹
・
木
田
章
義
註
解
『
千
字
文
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
四
〇
〇
頁
。

（
８
）　
東
野
治
之
氏
は
、
こ
の
記
述
に
関
し
て
本
居
宣
長
、
小
島
憲
之
氏
な
ど
の
例
を
挙
げ
、「
学
問
の
伝
来
を
象
徴
し
た
の
と
み
る
の
が
通
説
」

と
述
べ
て
い
る
。（『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』、
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
）、
一
三
四
頁
。

（
９
）　
こ
の
と
き
殷
鉄
石
が
行
っ
た
の
は
「
模
」
で
、③
が
示
す
後
年
、智
永
が
行
っ
た
の
は
「
臨
」
で
あ
る
。
富
田
淳
「
複
製
技
術
の
い
ろ
い
ろ
」（
角

井
博
監
修
『
中
国
書
法
史
』、
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
る
と
、
模
と
は
籠
字
を
取
る
手
法
や
敷
き
写
し
を
指
し
、
臨
と
は
現
在
の
臨

書
に
相
当
す
る
と
い
う
。
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王
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書
千
字
」
に
つ
い
て

（
10
）　
高
井
恭
子
「『
千
字
文
』
の
問
題
点
―
―
成
立
と
正
史
整
備
事
業
を
め
ぐ
っ
て
―
―
（『
愛
知
県
立
芸
術
大
学
紀
要
』
三
二
、二
〇
〇
二
年
）。

（
11
）　
啓
功
『
啓
功
叢
稿
・
論
文
巻
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
）、
二
六
六
頁
。
た
だ
し
啓
功
氏
は
『
千
字
文
』
を
武
帝
作
と
考
え
て
い
る
。

（
12
）　
前
掲
註
（
２
）
論
文
。
梁
代
の
時
代
背
景
な
ど
は
当
該
論
文
を
参
照
。

（
13
）　『
梁
書
』
巻
二
、
武
帝
紀
中
、
天
監
九
年
三
月
に
「
皇
太
子
及
王
侯
之
子
，
年
在
從
師
者
，
可
令
入
學
」
と
詔
し
た
と
あ
る
。 

（
14
）　
中
田
正
心
「
千
字
文
試
論
―
―
そ
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
中
央
学
院
大
学
論
叢
』
十
四
巻
、一
九
七
九
年
）
で
は
、梁
武
帝
が
発
議
し
、

「
新
時
代
に
よ
る
、
新
時
代
の
教
科
書
」
を
作
ら
せ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
論
考
で
は
蕭
子
範
の
作
文
を
周
興
嗣
が
次
韻
し
、
王
羲
之
の
書
を

用
い
た
外
に
、
武
帝
は
蕭
子
雲
に
書
写
せ
し
め
た
、
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
鍾
繇
『
千
字
文
』
が
偽
作
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

（
15
）　
班
固
『
漢
書
』
巻
三
十
芸
文
志
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）
に
、「
元
帝
時
黃
門
令
史
游
作
急
就
篇
」
と
い
う
。

（
16
）　
沈
元
「《
急
就
篇
》
研
究
」（『
歴
史
研
究
』
第
三
期
、
一
九
六
二
年
）。

（
17
）　
常
藎
心
「
漢
魏
南
北
朝
蒙
書
編
撰
的
変
遷
―
―
以
《
急
就
篇
》
与
《
千
字
文
》
為
例
」（『
教
育
与
考
試
』
第
三
期
、
二
〇
一
九
年
）。

（
18
）　
倉
田
淳
之
介
「
千
字
文
に
つ
い
て
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
三
号
、
一
九
八
四
年
。）、
三
頁
。 

（
19
）　
王
充
『
論
衡
』
巻
第
三
十
、
自
紀
篇
（
王
雲
五
主
編
『
四
部
叢
刊
正
編
：
大
本
原
式
精
印
』
二
十
二
、
法
仁
文
化
社
、
一
九
八
九
年
）
を

底
本
と
し
、
句
読
点
を
補
っ
た
。

（
20
）　
黒
田
彰
、
後
藤
昭
雄
、
東
野
治
之
、
三
木
雅
博
『
上
野
本
　
注
千
字
文
注
解
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
九
年
）、
一
二
八
、一
二
九
頁
を
参
照
。

（
21
）　
劉
孝
標
「
弁
明
論
」
原
文
は
「
故
性
命
之
道
，窮
通
之
數
，夭
閼
紛
綸
，莫
知
其
辯
。
仲
任
蔽
其
源
，子
長
闡
其
惑
」。
劉
峻
著
、羅
國
威
校
注
『
劉

孝
標
集
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）、
五
四
頁
。「
弁
明
論
」
に
つ
い
て
、
若
槻
俊
秀
「
劉
孝
標
の
「
弁
明
論
」
に
つ
い
て
」（『
大

谷
學
報
』
五
十
六
巻
第
一
号
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
。
劉
杳
伝
の
該
当
部
分
は
、『
梁
書
』
巻
五
十
劉
杳
伝
「
仲
師
長
尺
二
寸
，
唯
出
論
衡
」。

（
22
）　
前
掲
註
（
２
）
論
文
で
、『
梁
書
』
で
は
周
興
嗣
が
光
宅
寺
の
碑
文
を
作
っ
た
の
が
天
監
六
年
、
こ
れ
よ
り
「
銅
表
の
銘
」、「
柵
塘
の
碣
」、

「
北
伐
の
檄
」、「
次
韻
王
羲
之
書
千
字
」
を
（
武
帝
は
）
周
興
嗣
に
作
ら
せ
た
と
い
う
。
天
監
七
年
十
月
に
北
伐
の
記
録
が
あ
る
た
め
、
こ
の
後

か
ら
、
天
監
九
年
の
新
安
郡
転
出
前
ま
で
に
撰
述
し
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
海
野
洋
平
氏
は
、「
梁
武
帝
の
皇
子
教
育
」（『
集
刊
東
洋



一
八

お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
　
第
四
十
二
号

学
』
七
五
、一
九
九
六
年
）
で
、
八
王
出
生
後
の
成
書
と
捉
え
、
天
監
七
年
〜
九
年
頃
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
他
、
前
掲
註
（
３
）
張
天

弓
氏
は
、「
光
宅
寺
」
を
天
監
七
年
と
捉
え
、
天
監
七
年
か
ら
九
年
、
も
っ
と
正
確
に
言
え
ば
天
監
八
年
に
完
成
し
た
と
考
え
て
い
る
。
前
掲
註

（
18
）
倉
田
淳
之
介
氏
は
、「
北
伐
檄
の
後
、
九
年
の
前
」
に
注
目
し
、
四
年
か
ら
八
年
の
間
か
、
七
年
八
年
の
間
と
考
え
て
い
る
。

（
23
）　
武
平
一
『
徐
氏
法
書
記
』（
董
誥
等
編
『
全
唐
文
』
巻
二
六
八
、中
華
書
局
出
版
、一
九
八
三
年
）
に
、「
梁
大
同
中
。
武
帝
敕
周
興
嗣
撰
千
字
文
。

使
殷
銕
石
模
次
羲
之
之
跡
以
賜
八
王
右
軍
之
書
」。
李
綽
『
尚
書
故
實
』（
王
雲
五
主
編
『
叢
書
集
成
簡
編
』
臺
灣
商
務
印
書
館
、一
九
六
五
年
）
に
、

「
其
始
乃
梁
武
帝
教
諸
王
書
令
殷
鐵
石
於
大
王
書
中
。
搨
一
千
字
不
重
者
。
每
字
片
紙
。
雜
碎
無
序
。
武
帝
召
興
嗣
。
謂
曰
。
卿
有
才
思
。
為
我

韻
之
。
興
嗣
一
夕
編
綴
進
上
。
鬢
髮
皆
白
」
と
あ
る
。

（
24
）　
前
掲
註
（
３
）、
七
二
頁
。

（
25
）　『
隋
書
』
巻
三
十
二
経
籍
志
。
顔
之
推
撰
、
王
利
器
集
解
『
顔
氏
家
訓
』
巻
第
六
　
書
證
第
十
七
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）、

三
九
五
頁
。
劉
昫
等
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
六
経
籍
志
。
欧
陽
修
、
宋
祁
『
新
唐
書
』
巻
五
十
七
芸
文
志
。

（
26
）　
魏
収
『
魏
書
』
巻
十
九
任
城
王
雲
付
澄
・
付
順
伝
（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
に
、「
彝
兄
順
，
字
子
和
。
九
歲
師
事
樂
安
陳
豐
，
初
書

王
羲
之
小
學
篇
數
千
言
，
晝
夜
誦
之
，
旬
有
五
日
，
一
皆
通
徹
」
と
あ
る
ほ
か
、
そ
の
校
勘
記
に
「
張
森
楷
云
：「
王
羲
之
無
小
學
篇
。
隋
書
經

籍
志
小
學
類
有
小
學
篇
一
卷
，
署
下
邳
內
史
王
義
撰
，『
義
』
亦
作
『
羲
』，
後
人
又
妄
添
『
之
』
之
於
下
。」
按
張
說
似
是
，
但
顏
氏
家
訓
書
證

篇
，
兩
唐
書
經
籍
志
、
藝
文
志
載
此
書
都
作
「
王
羲
之
」，
或
北
魏
末
已
有
作
「
羲
之
」
撰
的
本
子
，
非
字
訛
」
と
あ
る
。

（
27
）　
前
掲
註
（
14
）
で
、
中
田
氏
は
、
殷
鉄
石
と
は
正
書
の
名
手
殷
鈞
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。 

（
28
）　
前
掲
註
（
７
）、
三
九
九
頁
、
小
川
環
樹
氏
「
王
羲
之
そ
の
人
の
筆
跡
を
集
め
た
も
の
だ
か
ら
、
草
書
の
手
本
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
」
と
い

う
。
角
井
博
氏
は
、「
当
初
の
手
本
は
、
原
典
が
王
羲
之
書
の
集
字
・
鉤
摹
ゆ
え
、
お
そ
ら
く
草
書
、
そ
れ
も
文
字
の
大
小
、
字
並
び
、
書
風
な

ど
か
な
り
統
一
性
を
欠
き
、
偏
旁
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
釈
文
と
し
て
右
側
に
真
書
（
楷
書
）
を
配
し
た

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
」（『
中
国
法
書
ガ
イ
ド
二
七
真
草
千
字
文
』、
二
玄
社
、
一
九
八
八
年
）、
九
〜
十
頁
。
伏
見
氏
は
「
王
書
千
字
文
は
草
書

だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
真
草
千
字
文
の
楷
書
も
南
朝
の
正
統
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
」（
伏
見
冲
敬
著
、
筒
井
茂
徳
補
訂
（『
新
訂
書
の
歴



一
九

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

史
―
―
中
国
篇
―
―
』
二
玄
社
、
一
九
六
〇
年
）、
一
一
三
頁
。

（
29
）　
前
掲
註
（
３
）
論
文
。

（
30
）　
成
田
健
太
郎
『
中
国
中
古
の
書
学
理
論
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）、
一
八
一
頁
。

（
31
）　
前
掲
註
（
30
）、
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
。

（
32
）　
前
掲
註
（
16
）、
七
八
頁
。 

（
33
）　
陶
弘
景
書
簡
の
原
文
は
前
掲
註
（
5
）、
五
九
頁
に
「
臣
昔
於
馬
澄
處
見
逸
少
正
書
目
錄
一
卷
，
澄
云
：「『
右
軍
勸
進
、
洛
神
賦
諸
書
十
餘

首
皆
作
近
體
，
惟
急
就
篇
二
卷
古
法
緊
細
』」
と
あ
る
。

（
34
）　
前
掲
註
（
22
）、
海
野
氏
論
考
。

（
35
）　
前
掲
註
（
14
）。

（
36
）　『
梁
書
』
巻
三
十
五
蕭
子
範
伝
。

（
37
）　
前
掲
註
（
７
）、
小
川
氏
、
三
九
三
頁
。

（
38
）　『
梁
書
』
巻
四
十
四
西
陽
王
大
鈞
伝
。

（
39
）　
解
釈
に
あ
た
り
、
前
掲
註
（
30
）、
一
六
〇
頁
を
参
照
。

（
40
）　
こ
の
部
分
の
「
隷
式
」
に
つ
い
て
、
成
田
氏
は
前
掲
註
（
30
）、
一
六
〇
頁
で
「
真
書
を
指
す
」
と
し
て
い
る
。

（
41
）　『
梁
書
』
巻
三
十
五
蕭
子
雲
伝
。

（
42
）　
劉
濤
『
中
国
書
法
史
・
魏
晋
南
北
朝
巻
』（
江
蘇
鳳
凰
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
二
八
二
〜
二
八
四
頁
。

（
43
）　「
始
見
勅
旨
論
書
一
卷
」
は
、「
十
二
意
」
の
内
容
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
大
野
修
作
「『
法
書
要
録
』
所
収
梁
武
帝
・
陶
弘
景
往
復

書
簡
の
性
格
」（『
東
方
宗
教
』
九
十
五
、二
〇
〇
〇
年
）、
一
七
頁
。
前
掲
註
（
30
）、
一
六
〇
頁
。

（
44
）　
前
掲
註
（
25
）『
顔
氏
家
訓
』
巻
第
七
　
雑
藝
第
十
九
、五
〇
九
頁
。
原
文
で
は
「
吾
著
齊
書
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
45
）　
前
掲
註
（
25
）『
顔
氏
家
訓
』
巻
第
七
　
雑
藝
第
十
九
、五
一
四
頁
。
楷
と
い
う
字
は
手
本
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
段
落
の
文
脈
と 
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お
茶
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し
て
は
楷
書
を
さ
す
。林
田
愼
之
助
氏
、成
田
健
太
郎
氏
と
も
に
楷
書
と
解
釈
し
て
い
る
。林
田
愼
之
助
訳『
顔
氏
家
訓
』（
講
談
社
、二
〇
一
八
年
）、

二
〇
四
頁
。
成
田
健
太
郎
「『『
顔
氏
家
訓
』
に
み
る
南
北
朝
の
書
藝
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
二
十
集
、
二
〇
一
九
年
三
月
）、
六
三
頁
。 

（
46
）　
前
掲
註
（
７
）、
小
川
氏
四
一
一
頁
。
な
お
同
書
の
底
本
は
上
野
本
で
は
な
く
、
小
川
環
樹
氏
所
蔵
の
『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』（
江

戸
初
期
刊
本
）
で
あ
る
（
六
頁
）。 

（
47
）　
東
野
治
之
「
上
野
本
『
注
千
字
文
』
解
説
」（
黒
田
彰
、
後
藤
昭
雄
、
東
野
治
之
、
三
木
雅
博
『
上
野
本
　
注
千
字
文
注
解
』
和
泉
書
院
、

一
九
八
九
年
）
参
照
。

（
48
）　
上
野
本
『
注
千
字
文
』
原
文
は
前
掲
註
（
47
）
七
頁
、
五
十
五
頁
に
「
千
字
文
者
，
魏
大
尉
鍾
繇
之
所
作
也
。
梁
邵
陵
王
蕭
綸
評
書
曰
，

鍾
繇
之
書
，
如
雲
鵠
遊
天
，
群
鴻
戯
海
，
人
間
難
遇
。
王
獻
之
書
，
字
勢
雄
強
，
如
竜
跳
淵
門
，
虎
卧
鳳
閣
，
歴
代
宝
之
，
永
以
為
訓
，
蔵
於

秘
府
」
と
あ
る
。

（
49
）　
前
掲
註
（
７
）、
小
川
氏
、
三
五
七
頁
。
袁
昂
「
古
今
書
評
」
の
原
文
は
前
掲
（
５
）、
上
冊
一
〇
四
頁
に
「
臣
謂
鍾
繇
書
意
氣
密
麗
，
若

飛
鴻
戲
海
，
舞
鶴
遊
天
，
行
間
茂
密
，
實
亦
難
過
。
蕭
思
話
書
走
墨
連
綿
，
字
勢
屈
強
，
若
龍
跳
天
門
，
虎
卧
鳳
閣
」
と
あ
る
。

（
50
）　
中
田
勇
次
郎
『
中
国
書
論
体
系
第
一
巻
・
漢
魏
晋
南
北
朝
』（
二
玄
社
、
一
九
七
七
年
）、
三
一
七
頁
。

（
51
）　『
纂
図
附
音
増
広
古
注
千
字
文
』
は
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
参
照
。

　h
ttps://w

w
w
.dig
ital.arch

iv
es.g
o.jp/fi

le/ 3610178
　（
二
〇
二
二
年
十
月
十
三
日
　
最
終
閲
覧
）。
原
文
は
「
鍾
繇
千
字
文
書
如
雲
鵠
遊

飛
天
，
群
鴻
戯
海
，
人
間
茂
蜜
，
實
亦
難
遇
。
王
獻
之
書
字
勢
雄
，
如
龍
躍
渕
門
，
虎
臥
風
閣
，
故
歴
代
寶
之
，
傳
以
爲
訓
」。

　「
古
今
書
人
優
劣
評
」
は
華
東
師
範
大
学
古
籍
整
理
研
究
室
選
編
校
点
『
歴
代
書
法
論
文
選
』（
上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）、
八
一
頁
を

参
照
。
原
文
は
「
鍾
繇
書
如
雲
鵠
游
天
，
群
鴻
戲
海
，
行
間
茂
密
，
實
亦
難
過
。
王
羲
之
書
字
勢
雄
逸
，
如
龍
跳
天
門
，
虎
臥
鳳
闕
，
故
歷
代

寶
之
，
永
以
爲
訓
」。

（
52
）　
前
掲
註
（
７
）、
小
川
氏
解
説
三
八
八
〜
三
八
九
頁
を
参
照
。 

（
53
）　
前
掲
註
（
50
）、
二
〇
八
〜
二
一
〇
頁
参
照
。 



二
一

『
千
字
文
』
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
の
整
理
と
、「
王
羲
之
書
千
字
」
に
つ
い
て

（
54
）　
前
掲
註
（
６
）、
泰
田
論
文
。

（
55
）　
原
文
は
前
掲
註
（
５
）、
六
九
〜
七
〇
頁
を
参
照
。
解
釈
に
あ
た
り
、
大
野
修
作
「
梁
武
帝
と
陶
弘
景
を
め
ぐ
る
書
論
―
―
往
復
書
簡
を
中

心
に
―
―
」（『
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
、一
九
九
六
年
）、吉
川
忠
夫
『
書
と
道
教
の
周
辺
』（
平
凡
社
、一
九
八
七
年
）

を
参
照
。

（
56
）　
前
掲
註
（
６
）、
泰
田
論
文
。

（
57
）　
興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
経
籍
志
詳
考
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）、
二
一
五
頁
。 

（
58
）　
劉
知
幾
撰
、
浦
起
龍
釋
『
史
通
通
釋
』
巻
十
二
古
今
正
史
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）。




